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１　はじめに
本稿は、国際地域研究学会編『国際地域研究
論集』第5号（2014年）所収の拙稿「天津の文化、
及びその背景を知るための基礎的研究（2）」に
引き続き、天津の文化、及びその背景となる歴
史に関する基礎的研究のために、朱其華主編、
劉永沢副主編『天津全書』（天津人民出版社、
1991年。以下『全書』と略記する）より、天津
の歴史について記述された箇所を、研究の資料
として引用、翻訳紹介するものである。
この『全書』は、『天津全書』編集委員会に
よって天津紹介のために刊行されたもので、そ
の「前言」では、「国内外の天津へのさらにいっ
そうの認識と理解の需要に応じるために、本書
はできる限り全方位に、多面的に、立体的に天
津の過去と現在を紹介する。（中略）本書は現
在収集可能な各種資料と統計数字に基づいて、
できる限り全面的に、正確に天津の全貌を紹介
する」と述べている2。「総況」「政治」「社会生
活」「城市建設」「経済」などの23章から成り、
そのうち「総況」の中の「8、 天津歴史概述」「9、 
天津人民的革命闘争」「10、 天津的解放」「11、 
天津解放後的重大事件」に天津の歴史に関する
記述がある3。本稿では、これらの章から、1919
年五四運動から1949年天津解放までの時期に関
する内容を引用、翻訳紹介する。
天津の通史、天津史の概説書、研究書として
以下のものがあり、本稿執筆にあたり参照した。
・天津社会科学院歴史研究所『天津簡史』組写
組編著『天津簡史』（天津人民出版社、1987年。
以下『簡史』と略記する）
・天津地域史研究会編『天津史　再生する都市
のトポロジー』（東方書店、1999年。）
・吉澤誠一郎『天津の近代　清末都市における
政治文化と社会統合』（名古屋大学出版会、
2002年。）
『全書』と『簡史』を照合して分かったこと
であるが、『全書』の1949年以前の内容は、『簡
史』の内容を要約、簡略した内容となっている4。
『簡史』は記述内容が年代順に、基本的に時間
の流れに沿って記述されている。これを要約し
た『全書』は、例えば、地理的な内容、人口統
計、都市建設などの内容、外国列強、資本家階
級、中国国民党の動向などの内容が「8、 天津歴
史簡述」で述べられており、義和団事件、辛亥
革命、五四運動、抗日運動、中国共産党の動向
など『全書』の編者が「人民解放運動」「革命
闘争」と認識している内容が「9、 天津人民の革
命闘争」で述べられており、それぞれの括りの
中では年代順に述べられているが、全体として
見ると、時間の流れに沿った因果関係が分かり
にくい配列となっている。本稿では、『全書』
と『簡史』の上述のような傾向をふまえ、各章
を設ける際、時間の流れに沿った歴史事実の推
移、因果関係が理解しやすいように考慮した。
以下、2～9章において、各章のテーマに該当
する『全書』の当該箇所の翻訳を掲載し、「10、
まとめ」において、上記の文献と参照して気づ
いた点を挙げてみることにする。なお原文には
「注」は付されておらず、訳文中の［］による
訳注、および全章の文中の「注」は、いずれも
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筆者（後藤）が付したものである。
２　五四運動に関する記述の翻訳
中国において現代史の起点と評価されている
五四運動の、1919年5月から翌20年秋にかけて
の天津での展開、天津へのマルクス主義の伝播、
社会主義団体の結成について述べられている箇
所（『全書』30～31頁）を以下に訳出する5。
天津の五四運動
1917年、ロシアで十月社会主義革命が勃発し
た。十月革命の砲声は、我々にマルクスレーニ
ン主義をもたらした。”マルクスレーニン主義
が中国で伝播し始めると、天津の知識分子も影
響を受けることとなった。
第一次世界大戦の終結後、1919年のパリ講和
会議は理不尽にも、もともとドイツが侵略占領
した中国の山東の領土およびその他の主権を日
本に譲り渡すことを決定した。北洋政府は屈服
して講和条約に署名しようとした。ニュースが
国内に伝わると、北京の愛国学生は5月4日、天
安門前でデモ行進をおこない、“内に国賊を懲
罰し、外に国権を争う”のスローガンを高く掲
げ、時代を画する意義を持ち、帝国主義に反対
し封建主義に反対する“五四”愛国運動が爆発
した。
北京の愛国学生の義挙は、ただちに天津人民
の反響を得た。5日、北洋大学は北京大学に電
報を送り、北京の学生の愛国行動に声援を送っ
た。7日、天津の各校学生は集会とデモ行進を
おこない、その後、馬駿、郭隆貞、鄧頴超の指
導の下、14日に“天津学生連合会”を成立させ、
25日には“天津女界愛国同志会”などの反帝愛
国組織を成立させた。これらの愛国団体は、天
津の各校学生に授業放棄、演説、デモ行進を呼
びかけ、日本帝国主義の侵略と北洋政府の売国
罪行を暴露した。5月31日、天津の埠頭労働者
7000人余りは日本船の貨物積み下ろしを拒絶し
た。
6月3日、北洋政府は北京で街頭に出て演説し
た学生をほしいままに逮捕した。その晩、北京
の学生代表が天津を訪れて“六三”事件の状況
を報告した。4日、天津学連は北洋政府に電報
を打って抗議を表し、“六三”事件を上海学連
に伝言した。上海学連はすぐさま全国に向けて
至急電報の呼びかけを発した。5日、上海労働
者は気勢盛んな作業ストライキ闘争をおこない、
労働者階級が政治の舞台に登場し、“五四”運
動は新たな段階に入った。
6月5日、天津学連は全市の中等以上の学生に
集会を呼びかけ、集会では“誓って国土を保
まも
り、
誓って国権を回復し、誓って国賊を罰する”誓
言を提起した。集会後、軍警の厳重なデモ行進
阻止を突破し、省公署までゆき請願した。9日、
天津各界の2万人余りは公民大会を開催し、大
会では、北洋政府に売国賊の懲罰と二十一ヶ条
の取り消しを要求し、商業界に閉店ストライキ
を呼びかける決議を採択した。10日、天津商業
界は閉店ストをおこない、人力車夫はストライ
キをし、全国人民、特に労働者階級の強大な圧
力の下、北洋政府は逮捕した学生の釈放を迫ら
れ、曹汝霖、章宗祥、陸宗輿の三人の売国賊の
職務を罷免するよう命じた。6月18日、天津各
界連合会が成立した。6月28日、天津、北京、
山東の代表500人余りは北京で連合して総統府
に請願し、講和条約の署名を拒否するよう要求
した。北洋政府は全国人民の圧力の下、パリ講
和会議に参加している中国代表に、講和条約へ
の署名を拒否するよう通知した。
この時、周恩来は日本から帰国して天津に赴
き、ただちに天津学生連合会の指導工作に参加
した。7月21日、周恩来主編の『天津学生連合
会報』が創刊され、天津人民の反帝国愛国闘争
を奮い立たせ、推し進めた。
北洋政府は相次いで済南、福州で愛国大衆を
虐殺し、流血事件を起こし、全国人民のより
いっそう強烈な反対を引き起こした。8月から9
月の間、天津人民は再度代表を北京に派遣し、
北京、山東の代表と連合して闘争をおこなった。
12月20日、天津の一万人余りが国民大会をおこ
ない、日本製品をボイコットして焼き捨てた。
1920年1月29日、周恩来らは天津各校の数千
名の学生を指導して直隷省公署に請願し、中日
間の一切の不平等条約の撤廃を要求した。天津
の反動当局は軍警を動員して愛国学生を鎮圧し、
天津の文化、及びその背景を知るための基礎的研究（3）
― 138 ―
周恩来ら請願代表を逮捕連行した。周恩来、于
方舟、郭隆貞ら逮捕された代表は、拘留所で敵
と頑強な闘争をおこなった。闘争は半年もの長
きに続き、とうとう勝利を勝ち取った。天津当
局は人民の抗議の下、その年の7月17日、逮捕
された代表をすべて釈放した。
“五四”運動中、天津の男女青年は共同で組
織を始め、封建礼教の束縛を打破し、積極的に
反帝愛国運動に身を投じていった。女性解放運
動は愛国運動の重要な内容である。彼らは“男
尊女卑”、“親が決める婚姻”、“男女は授受に親
しからず”［男女は直接に物のやりとりをしな
い］などの封建礼教に鋭く対立し、“男女平等”、
“婚姻の自由”、“社交の公開”、“大学の女子解
禁”などのスローガンを提起し、社会に大きな
影響を生じさせた。
“五四運動”の期間、1919年9月16日、周恩来、
馬駿、鄧頴超らは天津で“覚悟社”を組織し、
ならびに『覚悟』雑誌を出版した。覚悟社成立
の五日目、すなわち9月21日、李大釗が天津に
招かれて講演をし、第一次世界大戦と十月社会
主義革命の意義を紹介し、マルクス主義を伝播
した。1920年秋、“覚悟社”と北京の“少年中
国学会”などの五団体は『聯合改造宣言』を発
表し、知識分子は深く民衆の中に入るべきであ
るという問題を提起した。李大釗は少年中国学
会を代表して発言した。
マルクス主義が伝播するにつれて、中国の共
産主義者は相次いで上海、北京、長沙などの地
で共産主義小組を成立させた。当時、天津の北
洋大学学生張太雷と于方舟は北京共産主義小組
の指導の下、それぞれ天津社会主義青年団の小
組を組織していた。張太雷の小組はさらに『労
働』日刊を合法出版し、全国各地の労働運動の
ニュースを報道し、人員を唐山などの地に派遣
して労働者大衆の中で工作をおこなった。
３　中共天津地方党組織に関する
記述の翻訳
1921年9月の“労働者業余補習学校”の創設、
22～23年の労働運動、女性運動、24年以降の天
津地方党組織が指導した運動、25年の“五・
三〇”事件とその抗議闘争などについて述べら
れた箇所（『全書』31頁）を以下に訳出する6。
中共天津地方党組織および初期の運動
1921年7月1日、中国共産党が誕生し、天津の
革命闘争にも新たな進歩が現れ、労働運動、学
生運動、民衆運動いずれも盛んな展開を始めた。
1921年9月11日、共産党人于樹徳、安体誠は
天津で“工人業余補習学校”を創設し、党が労
働者を団結させ教育し、労働運動を指揮する機
関とした。上海の『国民日報』はこれを“天津
労働運動の一筋の曙光である”と称賛した。
1922年3月12日、中共北方区委の指導で社会主
義青年団天津支部が建設され、于樹徳、李峙山
がそれぞれ正、副書記に就任し、労働者、学生
と女性運動が全面的に展開された。8月、中国
労働組合書記部が天津に支部を設立し、労働運
動に対する党の指導を強化した。1923年春、鄧
頴超の指導で“女星社”が創立し、『女星』旬
刊を出版し、“女星補習学校”を創設し、女権
運動大同盟天津支部が成立した。これらの女性
団体は封建礼教に反対し、女性解放を勝ち取る
ことを中心として、広範な闘争を展開した。
1924年1月、中国共産党の推進と援助の下、
国民党は広州で第一回全国代表大会を開催し、
連ソ、容共、労農扶助の三大政策を制定し、国
民党を労働者、農民、プチブルジョア階級と民
族ブルジョア階級の革命連盟に改組し、第一次
国共合作が実現した。
1924年3月、中共北方区委は革命情勢発展の
需要にもとづいて、中共天津地方執行委員会を
建設し、于方舟が書記に就任した。中共地委の
建設後、社会主義青年団天津支部を青年団天津
地方執行委員会に拡大した。同時に中共第三回
代表大会の精神にもとづいて、国民党天津市党
部を組織し、党組織の指導の下の統一戦線組織
とした。4月23日、党の指導の下、天津各界の
代表はレーニン逝去追悼大会をおこなった。8月、
中国反帝同盟天津分会が成立し、覚悟社、女星
社、マルクス主義研究会など20余りの団体が参
加した。8月10日、天津『婦女日報』は『天津
反帝国主義同盟宣言』を出版した。党の労働運
動に対する指導を強化するために、中共天津地
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委は1924年秋、幹部を派遣して各工場に深く入
り工作を展開させ、労働者区に平民学校を開設
し、労働者の中で党員を増やし、宝成紗廠に天
津で初めての党支部を建設した。
1924年11月、中国共産党の提案の下、孫中山
は広州から北上することを決定し、彼は『北上
宣言』の中で帝国主義と軍閥に反対する主張を
重ねて言明した。12月4日、孫中山は天津に到
着し、中共天津地委は50余りの愛国団体に呼び
かけて集会をおこない歓迎した。
1925年3月12日、孫中山が北京で逝去した。
天津党組織は各界人民に呼びかけ、組織し、追
悼大会をおこない、さらに帝国主義に反対し、
軍閥に反対し、国民会議の開催を要求するデモ
行進をおこなった。1925年の“五一”記念国際
労働デーの集会とデモは、万余の参加があり、
党指導下の天津労働者階級の偉大な力量を十分
に示した。
1925年5月末、上海で“五・三○”惨案が発
生すると、天津人民は共産党の指導の下、反帝
闘争の大きな高まりが巻き起こり、上海人民の
反帝闘争を積極的に支援した。6月10日、天津
各界連合会が成立し、『救国日報』を創刊した。
天津では続けざまに三回の10万人余りが参加す
るデモ行進がおこなわれ、“租界回収”、一切の
不平等条約撤廃などの要求を提起した。天津付
近の多くの県ではさらに“戸案後援会”が成立
した。7月19日、天津海員工会が成立した。イ
ギリス資本家は上海労働者のストライキ闘争を
破壊するために、上海の汽船を天津に移動させ
たが、党は時に及んで天津と上海の海員ストラ
イキを組織して、イギリス帝国主義のストライ
キ破壊の陰謀に打撃を与えた。
8月4日、中共天津地方党組織の指導の下、天
津総工会は成立を宣言した。続いて紡績、絨毯、
印刷などの業種といくつかの工場も分工会を成
立させた。
8月11日、日商裕大紗廠［紡績工場］労働者
は“五・三○”事件に抗議するストライキ闘争
をおこなった。日本帝国主義は軍閥李景林をそ
そのかして軍警を派遣して鎮圧した。裕大の労
働者は天津の各紡績工場労働者の支援の下、敵
と英雄的な闘争を展開した。護廠警察の銃を供
出させ、工場の事務所と機械設備を打ち壊した。
12日、各工場の労働者は集会をおこない、日本
帝国主義と軍閥の罪行に抗議した。李景林は軍
隊5000人を出動させて鎮圧し、労働者と軍警は
肉弾戦を展開し、その結果60余人が殴り殺され、
400余人が逮捕された、一大流血事件となった。
これは天津労働者階級の極めて壮烈な反帝闘争
であった。
白色テロの下、天津党組織は秘密工作を強化
し、各革命団体の地下組織を恢復した。同時に
さらに『励進』週刊を秘密裏に出版し、引き続
き人民大衆の革命闘争を指導、鼓舞した。
４　“十二・九”運動に関する記述の
翻訳
1935年12月の“抗日救亡”を訴える“十二・
九”運動、翌36年2月の“中華民族解放先鋒隊”
の成立、5月の天津学生抗日救国連合会の運動
について述べられた箇所（『全書』31～32頁）
を以下に訳出する7。
“十二・九”抗日救亡運動
1935年8月1日、中国共産党は長征の途中で
『抗日救国のために全国同胞に告げる書』を発
した。中共中央北方局は『宣言』の精神を貫徹
するために、平津を中心に気勢盛んな抗日救亡
運動を開始した。11月1日、平津十校の学生自
治会は『抗日救国のために自由を争う宣言』を
発表した。12月9日、偉大な“十二・九”抗日
救亡運動が北平で爆発した。
1935年12月9日、北平の大、中学校の学生は
共産党の指導の下、抗日救亡の大デモ行進をお
こない、“内戦停止、一致対外”、華北自治反対
などのスローガンを提起した。デモの学生は天
安門前で鎮圧しに来た軍警と激しい格闘を展開
した。このニュースが伝わると、天津各校の学
生はまず立ち上がりこれに応えた。中共地下党
組織の指導の下、南開大学、北洋大学、法商学
院などの学校の学生自治会は連席会議をおこな
い、12月18日に天津の大中学校学生に呼びかけ
抗日救亡の大デモ行進をおこなうことを決定し
た。
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12月18日、天津の14の大学中学の学生4000人
余りが街頭に出て、北京の学生の抗日救亡運動
に声援を送った。デモ隊は南北の二手に分かれ、
北路は法商学院から出発し、“天津学生請願団”
の大きな旗を高く掲げ、金鋼橋以北に向かって
前進した。南路隊は南開大学、南開中学から組
織され、途中南馬路、東馬路を経て、金鋼橋以
南に向かって挺進した。二つのデモ隊がまさに
金鋼橋で合流しようとした時、国民党軍警の阻
止に遭った。学生たちは身の危険も顧みずに阻
止を突破し、勝利を以て合流した。二つの隊列
は合流した後、官銀号に沿って、東馬路を経て
東門を入り、南門を出、その後南開中学の運動
場に至り、天津全市学生大会をおこない、“天
津学生抗日救国連合会”を成立させ、さらに抗
日宣言を発表して同文を電報送信し、“内戦停止、
一致対外”の主張を提起した。19日から、天津
全市の学生は総ストライキをおこない、日本帝
国主義の華北侵略の罪行に抗議した。天津の学
生たちの愛国行動は、全市人民の抗日救亡の熱
情を呼び起こした。
北平、天津の学生は共産党の呼びかけに応え
て、労働者農民との結合の道を歩んだ。1936年
1月2日、平津学生聯合会は南下拡大宣伝団を組
織し、農村に深く入り抗日救亡の宣伝活動をお
こなった。天津宣伝団は楊村、皇后庄、安次、
永清を経て、1月8日固安に到着し、北平宣伝団
と合流した。宣伝団は宣伝活動が終わって北平
に戻った後、1936年2月1日北平で“中華民族解
放先鋒隊”を成立させ、党が愛国青年を団結さ
せる核心的な組織となった。その後、中共天津
市委の指導の下、天津の各校にも“民先隊”組
織が建設された。
1936年5月、日本は華北に増兵した。天津学
生抗日救国連合会は学生を組織して全市で宣伝
をおこない、日本帝国主義の中国侵略の拡大と
いう罪行を暴露した。5月28日、中共天津市委
は学生、労働者およびその他の各界人民一万余
人に呼びかけ、日本の華北増兵に反対するデモ
行進をおこなった。集会の後、学生たちはさら
に三日間のストライキをおこなった。天津に抗
日救亡の大きな高まりが現れた。
５　日本帝国主義の植民地統治に
関する記述の翻訳
1937年7月7日の盧溝橋事件より日本と中国は
全面戦争に突入する。天津の抗日活動を見てゆ
く上で、日本占領下の天津はどのような統治が
おこなわれていたのかを理解することが重要で
あると思われる。そのため、抗日活動の内容を
見る前に、まず日本占領下の天津での統治の状
況について見ておくことにする。37年7月30日
の天津陥落と、その後1940年代前半におこなわ
れた日本による政治、軍事、経済、文化面での
植民地統治について述べられている箇所（『全
書』23～24頁）を以下に訳出する8。
日本帝国主義の天津に対する植民統治
1937年7月7日、日本帝国主義は盧溝橋で中国
の駐屯軍に対して進攻し、“七七”事変を発動
した。7月30日天津は陥落した。その日、天津
人民は戦火の中で2000人以上が死に、難民は10
万以上となった。この日から9月30日までの時
間内の統計だけでも、天津の鉄道駅で銃殺され
た者は3000人以上に達した。多くの女性は捕ら
われた後、強制的に“慰安所”で軍妓とされ、
子供たちは父母を失い、父母は子供たちを失い、
一時期、天津は血腥い世界となった。日本は天
津占領後、政治、軍事、経済、文化などの面で、
系統立てて残酷なファシズム植民統治をおこな
い、天津は完全にこの世の生き地獄となった。
政治の面では、まず軍隊の武力を頼りに、天
津に植民地の統治秩序を建設した。彼らは天津
防衛司令部を成立させ、天津における日本の最
高統治機関と日本占領軍の指揮部とし、さらに
天津駐在の日本特務機関を設け、軍の側の政務
を執行した。同時に天津に日本憲兵隊と日本警
察署を設立し、天津人民鎮圧の権力機関とした。
憲兵隊総部は海光寺に設けられ、のちに中原公
司（現在の百貨大楼）の裏に移った。市内各区
にはすべて憲兵隊分隊が設けられ、それぞれ特
務の手先を派遣して大衆の中に紛れ込ませて、
中国人の言行を監視し、天津周辺の抗日根拠地
に対する物資封鎖をおこなう任務を負い、商人
の往来を監視し、市内の各業種を検査し、物資
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の流出を厳重に警戒した。憲兵隊の中は暗く不
気味で、各種の刑具を備えており、常用された
刑罰には、電気椅子に座らせる、唐辛子水を灌
ぐ、膝に棒を挟みローラー掛けする、火箸を押
し付ける、爪の肉を針で刺す、および軍用の
シェパードに咬ませるなどがあり、無数の抗日
志士と大衆がここで犠牲となった。警察署の権
力もとても強く、天津市全体の治安、戸籍、交
通、消防、工商業の業務を管轄するほかに、さ
らに憲兵隊に協力して抗日根拠地を封鎖し、抗
日人士などを捜査逮捕した。平漢、津浦、北寧
などの鉄道沿線および天津周辺のいくつかの都
市には警察署の支所があった。
彼らはさらに様々な漢奸、民族腐敗分子を利
用して、天津で各種の漢奸組織、例えば天津傀
儡政府、“天津治安維持会”、“東亜文化協会”、
“青年党”、“新民会”などを成立させ、日本統
治の共犯者として、天津人民に対する統治を強
化した。
抗日活動をさらにいっそう鎮圧するために、
1941年3月から1942年12月まで、日本は天津と
華北各地で5回の“治安強化運動”をおこなった。
これは中国共産党が指導する抗日力量を消滅さ
せることを目的としており、政治、経済、軍事、
思想などの面から残酷な“掃蕩”をおこなった。
第一に、天津周辺の抗日根拠地に向けて焼く、
殺す、奪う、の残酷な掃蕩をおこない、同時に
抗日根拠地の周辺に大量のトーチカ、拠点を建
造し、封鎖溝などを掘って包囲封じ込めをおこ
なった。市内で物資配給制をおこない、市内か
らの物資の流出を厳しく取り調べ、抗日根拠地
に対して封鎖をおこなった。第二に、天津で保
甲連座制度をおこない、“自衛団”を組織し、
18歳から40歳までの男子をすべて“自衛団”に
編入し、強制的に日本侵略者の兵士にさせた。
住民に対しては居住証を発行し、厳格に戸籍大
検査をおこなった。第三に、工場企業の生産に
対して強制管理をおこない、住民に“献銅”、
“献鉄”、“献金”、“献機”を強要した。第四に、
天津に“滅共班”、“剿共実践工作班”、“反共視
査班”などの組織を成立させ、至る所で書籍を
徹底調査し、抗日団体を破壊し、反共、滅共を
宣伝した。
文化の面では、日本侵略者は極力感化政策
［原文「毒化政策」］を推進し、奴隷化教育を展
開した。学校で日本当局の規定した教材の使用
を強制し、学生に日本語の学習を強制し、頭を
丸刈りにさせ、自費で緑色の制服を購入させ、
日本兵の恰好をさせて軍事教練をおこなわせた。
“中日両国は同文同種、共存共栄”、“中日満提
携”などを宣揚し、思想面から青年世代を奴隷
化しようと企てた。
新聞事業においては、極力外界のニュースを
封鎖し、天津市新聞事業管理局を組織し、この
管理局が数種の発行してもよい新聞を規定し、
専ら日本の中国侵略戦争のために奉仕し、ほし
いままに“聖戦”を宣伝し、“大東亜共栄圏”
を鼓吹した。
経済面では、大規模な野蛮な略奪をおこなっ
た。“軍管理”の名義の下、日本当局は戦争と
軍需に関係のある工場企業に対して直接経営を
おこない、製品はすべて日本の中国侵略戦争の
ために奉仕させる、あるいは日本国内に搬送し
た。その他の中国の工場企業は、あるものは日
本当局によって直接没収、占領され、あるもの
は日本資本の企業に併合された。没収占領され
ていない中小の工場は、日本人の意向にもとづ
いて生産をおこなわなければならなかった。日
本が軍需の製品と認定すると、一律に使用する
ことはできなくなり、すべて差し押さえられ没
収された。例えば1944年、日本軍はわが中原地
区に進攻したが、大量の自転車を必要とし、そ
こで部隊を出動させて全市の自転車を差し押さ
え、一度に自転車15000台を強奪し、全市の自
転車業者は相次いて破産するに至った。天津の
商工業は日本に軍需を供給するほかは、すべて
息絶え絶えの状態であった。日本による華北の
“聯合準備銀行”は、中国にもともとあった華
北地区の銀行を一律に強制併合し、“聯銀券”
を乱発し、華北淪陥区の流通貨幣とし、さらに
通貨膨張政策を取って経済略奪をおこない、物
価の暴騰をもたらし、天津人民の苦しみは言葉
にできないほどであった。米、小麦粉はすべて
軍糧に規定され、人民はおが屑と落花生の皮を
混ぜて挽いた“混合面”と豆餅［豆かすを円盤
状に固めたもの］しか食べることができなかっ
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た。
“労工”の大連行も、日本がおこなった大規
模な野蛮な略奪の主な内容の一つである。不完
全な統計によると、1937年から1942年までに、
日本によって連行された天津の“労工”は5万
人余りに達し、1942年だけでも、天津に集中し
た“労工”は70万人余りに達した。彼らは東北
と日本国土に送られ、惨い虐待に遭い、生還者
は極めて少なかった。
人災のほかに、さらに天災も加わった。1939
年7月、華北は大雨で、海河流域の洪水で河北
の広大な農村が水没した。8月7日、日寇は南運
河の楊柳青付近の馬庄と桑園の二か所で堤防を
爆破し、洪水は天津へと向かい、全市の水没面
積は全市面積の70％に達し、溜まった水が最も
深い所で7尺から8尺に達し［1尺は33，3cm］、
家屋の倒壊は数えきれず、浮いた遺体が至る所
に現れ、被災人口は80万余りに達した。
６　天津人民の抗日活動に関する
記述の翻訳
1937年から1945年の天津における抗日活動、
すなわち天津郊外県区の農村での活動、生産点、
労働現場での労働運動、市内の学生運動につい
て述べられている箇所（『全書』32～33頁）を
以下に訳出する9。
郊外県区農村抗日根拠地の建設と市内人民の抗
日活動
抗日戦争勃発後、国民党は消極抗日、積極反
共の政策をとったため、華北の広大な都市と農
村は日本侵略者の統治の下に陥った。中国共産
党の指導する八路軍は華北に挺進すると、敵の
後方の農村に抗日根拠地を建設した。中共天津
地下組織は党中央の配置に基づき、工作の重点
を農村に転換し、相次いで多くの党員と青年学
生を華北農村に派遣して抗日武装を組織し、抗
日根拠地を建設した。1938年10月、中共河北省
委は天津を撤退し、華北農村で工作を展開した。
共産党の指導の下、冀西、冀東、冀中、冀南
で相次いで抗日根拠地と遊撃区を建設した。天
津郊県の抗日武装活動も薊県、寧河などの地で
展開され始めた。1938年7月、中共河北省委の
指導の下、冀東抗日武装大暴動が爆発し、この
暴動は冀東と近隣地区の22の県にも及び、暴動
に参加した者は22万人余りに達し、薊県では、
李子光が薊県県委を指導し、盤山を中心として
冀東暴動に参加した。薊県の抗日武装は迅速に
1万人余りに発展し、各地の傀儡政権は次々に
瓦解した。1938年7月末、薊県抗日武装は八路
軍第四縦隊一部と連合して、31日に薊県県城を
攻略した。冀東暴動後、薊県の盤山は抗日力量
の集中する場所となった。1939年夏、晋察冀軍
区は盤山に軍分区を建設した。1940年2月、包
森は八路軍十三団を率い、正式に盤山抗日根拠
地と薊（薊県）、平（平谷）、三（三河）連合県
政府盤山直属区政府を創設し、盤山及び近隣地
区でゲリラ戦を展開した。盤山根拠地を建設し
た後、八路軍は絶えず日本傀儡勢力に出撃し、
多く人心を奮い起こす勝利を勝ち取った。1940
年7月、包森は十三団一部を率いて白草窪で敵
を待ち伏せ攻撃し、日本の武島騎兵中隊を全滅
させた。1942年7月、八路軍は果河沿で“模範”
と称号されていた傀儡治安軍大四団を全滅させ
た。この戦いで合計千人近くの敵を捕虜にして、
山砲、銃、弾薬多種を戦利品とした。1942年、
日本侵略者は第四、第五回の“治安強化運動”
の中で、盤山を無人区に画し、強制的に人民に
“家を集め村を合わせる”よう命令し、数十の
村を焼き払った。極めて苦しい歳月の中、地下
党組織の指導の下、丁福順ら十余名の民兵に
よって組織された“盤山民兵班”は、盤山の有
利な地形を利用し、俊敏に敵を襲撃した。彼ら
は盤山で、根拠地が恢復するまで連日同様に戦
闘を続け、英雄的な闘争の奇跡を創り出した。
その後、八路軍のある部は、彼らに“英雄民兵
班”という光栄ある称号を授与した。
1944年から、八路軍は日本侵略者に対して局
部の反攻をおこない、抗日闘争の武装の烽火は
天津市郊外の北大港、勝芳、梨園頭、王慶坨、
蘆台一帯で燃え始めた。日本帝国主義統治下の
天津は我が抗日根拠地の包囲の中に位置してい
た。
天津郊外の抗日根拠地の建設と発展は、天津
市内人民の抗日の熱意を大いに鼓舞した。天津
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の労働者階級は日本軍占領［原文「淪陥」］の
期間、日本傀儡政権の植民統治に対して英雄的
で機智に富んだ闘争をおこなった。彼らの闘争
方法は主に三種類あった。一つは、軍用物資を
焼き払うことであった。1937年12月、裕元紗廠
［紡績工場］の地下党員はこの工場の倉庫を一
つ爆破し、大火は綿花1000包余りを焼き尽くし
た。1939年7月、日本軍野鉄司令部の数千トン
の米と薬品が焼かれた。1939年秋、塘沽新港の
労働者が物資の積み下ろしの機に乗じて、大沽
口外に停泊中の日本船玄武丸、陽明丸、営口丸
の三隻及び船上の弾薬、綿花をすべて焼き払っ
た。これらの闘争は敵の心胆を寒からしめ、恐
怖に陥れた。二つ目は、生産の破壊である。日
本は天津を中国侵略戦争と華北略奪の基地とす
るために、天津新港に対して拡張工事をおこ
なった。港湾建設労働者はただちにサボター
ジュをおこない、工期を何度も延期させ、日本
が降伏した時も港湾建設の計画は完成していな
かった。昌和鉄工廠は太平洋戦争勃発後、日本
によって強制的に兵工場に改造され、歩兵銃、
迫撃砲などを生産していた。労働者たちは原料
を埋めてしまい、原料を入れずに機械を操業す
る方法で設備を破壊し、生産された銃の廃品は
半分以上を占めた。三つ目に、ストライキ闘争
をおこなった。1938年秋、興中輪船公司［汽船
会社］労働者は給与増加の要求のためにストラ
イキをおこない、数十隻の艀が操業を停止した。
1940年春、新港の港湾建設労働者は日本の工頭
［現場監督］の労働者抑圧に抗議するためにス
トライキをおこなった。1943年、華北運輸公司
の一万人運送労働者がストライキをおこなう。
1944年4月、漢沽塩廠［製塩工場］労働者は大
ストライキをおこない、50キロ余りの長さの塩
田が生産を停止し、ストは20日余り持ちこたえ、
闘争は勝利を収めた。天津労働者の闘争は、日
本侵略者に有力な打撃を与えた。
抗戦の期間、天津の青年と学生は市内におい
て敵と様々な形式の闘争をおこなった。1937年
8月、天津学生連合会が成立した。このほかに、
さらに“学生救国先鋒隊”、“華北青年戦地服務
団”などの抗日団体が出現した。これらの団体
はいずれも積極的に抗日闘争をおこない、闘争
の中で絶えず成長し、組織をもち、一定の戦闘
力をもった抗日大軍を形成した。天津河北工学
院教師楊十三、洪麟閣は抗戦が勃発した後、毅
然としてペンを捨てて従軍し、同学院の一部の
校友と教師学生とで抗日武装“工学団”を組織
し、“華北人民自衛委員会”の指導の下、抗日
前線に馳せ参じ、1938年の冀東大暴動に参加し、
その後冀東でゲリラ戦争を続けた。1938年10月、
薊県での戦闘中、洪麟閣は犠牲となった。楊
十三は1939年の太行山での戦闘中、国の為にそ
の身をなげうった。楊十三が犠牲となった後、
朱徳総司令は自ら彼のために追悼会を主催した。
毛沢東は彼の為に追悼の対聯を書いた。
国家が風雨で揺れ動く中、我らに特別の担ぎ
荷を増やす。
燕趙に悲憤慷慨の士多く、先生はまさにその
典型である。
抗日戦争中、天津の愛国知識人と青年学生は
流血の奮闘をし、鮮血と生命を以て抗日の詩篇
を紡ぎ、彼らの崇高な愛国主義と勇気をもって
国に身をささげる精神を体現した。
７　国民党統治期の天津に関する
記述の翻訳
抗日戦争の勝利後、国民党と共産党の対立は、
1946年7月に全面内戦に突入する。それに至る
までの経過、および内戦期の天津の社会状況を
理解する上で、日本降伏後の国民党の天津での
統治内容を見ておくことは重要であると思われ
る。このため国共内戦の展開を見る前に、まず
日本降伏後の国民党の天津での統治について述
べられた箇所（『全書』24～25頁）を以下に訳
出する10。
国民党統治時期の天津
抗日戦争の勝利後、天津の偽治安軍は国民党
“中央直隷華北先遣軍第三軍”となった。“新民
会”は国民党部に変わった。1945年10月1日、
アメリカ軍が天津に駐屯し、国民党の接収人員
もこれに伴い天津に至り、相次いで国民党天津
市政府、“党政接収委員会”、“警憲聯合督察処”
が成立した。18日、国民党94軍がアメリカの飛
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行機で天津に空輸され、これにより米、蔣、偽
［アメリカ軍、蔣介石、偽治安軍］が合流して
天津を統治した。
米軍は天津に征服者の態度で現れ、悪事の限
りを尽くした。殺人、略奪、強姦、密輸事件は
頻繁に発生し、米軍が天津にいた2年の期間に、
国民党“外交部駐平津特派員辦事処”で事件し
て取り上げた案件だけでも365件に達した。さ
らに交通事故、泥酔、人の殴打は数えきれない
ほどであった。
蔣、宋、孔、陳［蔣介石、宋子文、孔祥熙、
陳果夫］の四大家族は、政府の名義を利用して
天津で狂ったような略奪をおこなった。すべて
の日本の傀儡企業が四大家族によって分割され
た。元の所有者に返却された民族企業に対して
も、“投資”の方法を以て統制を加えた。1947
年末までに、官僚資本と帝国主義資本は天津工
業の61.4%を掌握し、電力工業と鋼鉄工業の全部、
紡績工業の5分の4、製紙工業の50%、金属加工
工業の3分の1を占めた。
接収官員は接収をおこなう過程で、工場企業
の設備や物資を狂ったように略奪し、盗んだ物
を売りとばした。人民大衆は当時接収を総括し
て言うことには、［接収によって］物資は“た
くさんあったものが少なくなり、少なくなった
ものが壊れたものになり、壊れたものが無く
なってしまう”三部曲、接収の官員は“西洋を
奉り、東洋［日本］を好み、現洋［銀貨］を欲
しがる”“三洋（陽）開泰”［“洋”は“陽”と
同音。“三陽開泰”は吉祥を表す中国伝統の成
語］と、“金子［黄金］、車子［車］、房子［住
宅］、衣服料子［良質の生地］、婊子［娼婦］”
を欲しがる“五子登科”［一家で一度に五人の
息子が科挙に合格する、という吉祥の意味］。
国民党はさらに天津に各種の反動組織をつくり、
民衆を抑圧し特務活動をおこない、各種の新聞
出版物を利用して人民を欺いた。
人民への統制を強化するために、国民党は天
津で強制的に“保甲制度”を推進し、“聯保連
座法”を実行した。工場、学校で特務の活動が
強化され、労働者、職員、学生、教師を国民党
と“諜報組”に参加するよう強迫し、狂ったよ
うに民主運動を鎮圧し、同時に不断に大逮捕、
大捜査をおこない、無辜の大衆を大量に迫害し
た。さらに市内で兵の徴発をおこない、徴発兵
士を補充し、“保安旅”を成立させた。
国民党の統治時期、密輸されて来たアメリカ
製品や、官僚が“略奪して集めた”［原文「劫
収」］物資が天津の市場に氾濫していた。紙幣
の乱発によって、物価は一日に“数回も高騰”
した。1947年7月までに、天津の物価は抗日戦
争前に比べて6万倍も値上がりし、年末には14.5
万倍となり、天津解放の直前には3.16億倍にま
で暴騰した。民族工商業は壊滅的な打撃を受け、
工場、焦点は次々に破産した。天津では日本降
伏時には大小の工場5000軒余りがあったが、
1946年末には1500軒が破産し、1947年にはさら
に95%が操業を停止あるいは半分停止した。大
量の労働者が失業し、日本が降伏した時、天津
の労働者は58.5万人余りであったが、1945年の
末には失業労働者は22.9万人にも達し、39%を
占めた。1948年、新港は一回に1700人の労働者
削減をおこなった。
８　解放戦争時期の第二の戦線上　
の闘争に関する記述の翻訳
解放戦争時期、すなわち国共内戦期に、国共
両軍の戦闘とは別に天津で展開された闘争につ
いて述べられた箇所（『全書』33～34頁）を以
下に訳出する11。
解放戦争時期の第二の戦線上の闘争
1945年8月日本が降伏した後、日本軍の奴隷
支配と搾取をいやというほど被っていた天津人
民は、その喜びは頂点に達し、平和で安定した
生活を送ることを待ち望んだ。しかし思いもよ
らず、災いが去ってまた新たな災いがおとずれ、
アメリカ帝国主義の海軍陸戦隊がすぐに天津に
入り、国民党反動派の人民大衆に対する残酷な
統治を援助した。天津人民は中共地下党組織の
指導の下、アメリカ帝国主義と国民党反動派に
勇敢な闘争を展開し、徐々に解放戦争と歩調を
合わせた第二の戦線を形成していった。
学生の愛国民主運動：第一、反審査闘争［原
文「反甄審闘争」］。1945年9月27日、国民党教
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育部は『回復区中等以上の学校学生を審査する
方法』と『回復区中等以上学校教職員の審査方
法』を公布した。『方法』は占領区域［原文「淪
陥区」］の学生を“偽学生”であると中傷し、
彼らに対して審査をおこなおうとした。天津各
校の学生は中共地下党組織の指導の下、反審査
闘争を展開した。11月1日から12月22日まで、
天津各校の教員学生は相次いで三回の反審査大
会を開催し、“反審査委員会”を成立させ、全
国に電報を発し、応援を求めた。12月26日、天
津の22の大学、中学校の代表百余人は第四回反
審査大会を開催し、大会で“天津市学生連合会”
を成立させた。31日、各校学生5000人余りが国
民党天津市教育局まで請願に行き、審査の取り
消しを要求し、教育局長に署名による同意を迫
り、反審査闘争は勝利を勝ち取った。第二、ア
メリカ軍暴行への抗議闘争。1946年12月24日、
北平でアメリカ兵による北京大学女子学生沈崇
への強姦事件が発生した。この知らせが天津に
伝わると、南開大学の24名の学生はまず抗議を
おこない、彼らは27日に最初のポスターを張り
出し、南開大学学生自治会に行動をとるよう要
求した。28日、天津『大公報』は“一群の女子
中学生”の署名の抗議の手紙を掲載し、事を起
こしたアメリカ兵の懲罰、アメリカ軍の中国か
らの即時撤退を要求した。29日、南開、北洋両
大学の学生自治会は三日間のストライキを決定
し、さらにちょうど天津にいた中国駐在アメリ
カ大使スチュアートに抗議を提出した。30日、
暴行への抗議運動は引き続き発展し、天津の11
の大学、中学校の学生代表は連席会議を開催し、
“天津市学生のアメリカ軍暴行に抗議する連合
会”を成立させ、統一的に暴行への抗議闘争を
指導した。1947年1月1日、天津の大学中学校
3000人余りの学生は米軍の暴行に抗議するデモ
行進を行った。デモの隊列は南、北の二手に分
かれて市政府に向けて出発し、市政府と米軍司
令部に到着した時、それぞれ請願書と抗議書を
手渡した。米軍兵営を通り過ぎる時、さらに
“米軍はすぐに帰れ”という英語のスローガン
を貼った。第三、“五・二〇”反飢餓、反内戦
運動。1947年5月初め、上海、南京の学生は反
飢餓運動を始めた。5月4日、天津の各大学、中
学校の学生連合会は“五四”二十八周年記念の
大会を開催し、大会で反飢餓、反内戦のスロー
ガンを提起した。南、北の二手に分かれた学生
の隊列が迪化道（現在の鞍山道）と羅斯福路
（現在の和平路）の交わる地点まで来た時、国
民党軍警の包囲、殴打、逮捕に遭い、学生7人
が重傷を負い、46人が軽傷を負い、17人が逮捕
された。追い散らかされた学生は再び集合して
国民党市政府に向かい、市長庁舎を包囲し、抗
議の闘争を経て、市長杜建時に逮捕学生の釈放、
南開大学に対する包囲の解除、犯人の懲罰、負
傷した学生の治療、公開謝罪などの要求に応え
るよう迫った。学生の反内戦、反飢餓闘争は、
各高等教育機関の教職員の広範な支持を得た。
運動を通して、華北地区の学生はさらにいっそ
う組織された。5月20日、北平、天津、唐山の
11の高等教育学校は北平で“華北学生連合会”
を成立させた。第四、“八・二〇”大逮捕への
反抗。1948年8月20日、天津国民党軍、警察、
憲兵、特務は連合して愛国学生に対して大逮捕
をおこなった。当日早朝、国民党軍警は北洋大
学に闖入し、ブラックリストに基づき、学生に
対して尋問逮捕をおこない、学生を憤激させた。
彼らは校門を飛び出し、護送車に飛び乗り、逮
捕された6名の学友を救出した。続いて学生自
治会は糾察隊を組織し、“一人逮捕されたら全
員牢屋に入る”署名を展開した。同時に学校当
局と国民党政府の交渉を通じて、敵を7時に学
校から退去させ、ブラックリストにある36名の
うち、家で逮捕された1名を除き、学校に宿泊
している学生は全員無事であった。反逮捕闘争
は勝利を収めた。南開大学の学生も当日早朝捜
査逮捕に遭ったが、地下党が早くに準備をして
いたため、敵に逮捕の無駄足を踏ませた。河北
工学院の在校学生は逮捕に遭った後、“被難同
学営救会”を成立させ、様々な救援活動を展開
した。“八・二〇”大逮捕はもともと164人の逮
捕を計画していたが、結果として46人逮捕した
だけであった。その後、解放軍の大軍が迫り来
る情勢の下、逮捕された学生はみな続々と釈放
された。
労働者階級の反飢餓、反迫害闘争。1946年全
面内戦の勃発以後、天津国民党当局は労働者運
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動に対する規制と鎮圧を強化した。天津の労働
者階級は高圧の前に屈服することなく、反抗闘
争はますます激しいものとなった。1946年7月
から1948年10月まで、労働運動は計304件発生し、
1946年9月5日、平津区鉄道労働者は鉄道局の大
規模人員削減に反対するために請願をおこなっ
た。12月初め、国民党資源委員会所属の一、二、
三機械工場、製紙工場、電工機材工場、化学工
場、自動車工場、製鋼工場など八大工場の労働
者が給料の削減に反対するために、協力して大
ストライキをおこなった。1947年夏、天津旅行
行業職工会は警察局による無実の職工代表の逮
捕に反対するため、招待会を開催し、逮捕者を
直ちに釈放しなければ10万労働者のデモを行う
と宣告し、闘争は勝利を収めた。1947年12月9日、
天津郵政行動者は給料引き下げに反対するため
に1日のハンガーストライキ闘争をおこなった。
1948年、解放戦争が引き続き勝利を収めるに
つれて、天津の労働者の運動もさらにいっそう
高まり、いくつかの大規模な闘争が勃発した。
第一に、電信労働者の“餓工”闘争である。
1948年秋、北平の電信労働者は待遇の改善のた
めに、“餓工”闘争を起こした。天津電信局労
働者は積極的に呼応した。10月29日、電信労働
者は当局に対して待遇改善の条件を提出したが、
拒絶に遭った時、ただちに“餓工”を開始した。
この“餓工”闘争は6日間持ちこたえ、局側の
労働者に譲歩させた。第二に、電車労働者の大
ストライキである。1948年2月24日、電車労働
者1500人は警察当局の不当な労働者拘束に抗議
してストライキを行い、一時の間市内の交通は
中断し、秩序は大いに乱れ、当局は拘束した労
働者を釈放せざるを得ず、闘争は勝利をかち
取った。この年の10月27日午後2時、電車労働
者2000人余りは待遇改善を要求して大ストライ
キをおこない、市内の交通は再度混乱に陥った。
闘争は午後4時まで続き、公用局長は労働者の
要求に応え、闘争は勝利をおさめた。第三に、
新港職工の反迫害、反人員削減闘争である。
1948年5月12日、新港工程局の労働者は賃金増
額を要求してボイコットを実行した。10月17日、
新港工程局の職工は、交通部1800人の人員削減
に反対するための決定をし、代表を選出して北
平に請願に行かせ、さらに『華北同胞に告げる
書』を発表した。
1948年秋、人民解放軍の強大な攻勢のもと、
国民党軍隊は全面撤退し、天津はまさに解放さ
れようとしていた。天津地下党は天津解放を迎
えるために、多くの革命青年を解放区に送り込
んで党の都市政策を学習させ、天津城の接収管
理工作に参加させる準備をしていた。さらに解
放軍に詳細な正確な敵情資料を提供した。敵の
天津破壊を防ぐために、さらに労働者、学生の
中に護廠隊、護校隊を組織した。同時に、中共
地下党組織は様々な方法を使って、国民党の上
層部人士、民族工商業および知識人に対して教
育工作を行い、国民党反対派は孤立し、天津解
放を阻止する力を減少させた。
９　天津の解放に関する記述の翻訳
解放戦争、すなわち国共内戦中、1948年11月
29日から1949年1月31日までの64日間おこなわ
れた平津戦役のうち、天津解放の戦役を中心に
述べられた箇所（『全書』34～35頁）を以下に
訳出する12。
天津の解放
1948年11月2日、遼瀋戦役が勝利のもとで終
結した。6日、淮海戦役が正式に開始された。
中国革命勝利の過程を加速させるために、中央
軍委は時に及んで中国人民解放戦争の偉大な戦
略的転換である最後の一戦――平津戦役の発動
を決定した。
平津戦役は東北野戦軍と華北野戦軍の両兵団
が中央軍委の『平津戦役に関する作戦方針』に
基づいて、共同でおこなうものであった。この
戦役は1948年11月29日、人民解放軍の張家口包
囲から始まり、1949年1月31日、北平の平和的
解放で終結するまで、64日間続いた。天津解放
の戦役は、平津戦役の重要な構成部分である。
遼瀋戦役の終結後、東北の敵軍は急いで兵力
を縮小し、海路で南に逃れ、西路で綏遠に逃れ
ることを企てた。東北野戦軍は中央軍委の指示
に基づいて、11月23日から26日まで前後して出
発し、迅速に秘密裏に入関した。東北野戦軍は
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入関後、華北野戦軍と共に、迅速な動きで敵を
分割し、12月20日、敵を北平、天津、塘沽、張
家口、新保安の五つの拠点に分割包囲し、敵が
海路で南に逃れ、西路で綏遠に逃れる通路を遮
断し、敵をして戦いたくても戦えず、守りたく
ても守れず、逃げたくても逃げられない窮地に
陥れ、門を閉じて犬を叩く情勢を形成した。
人民解放軍の大軍が迫る形勢の下、天津に蟠
踞する国民党軍隊は、蔣介石の指示を受けて、
彼らが多年にわたり苦心惨憺した都市防衛工事
に頼って頑強な抵抗を企てた。
早くも1947年、国民党軍は天津周辺に一本の
強固な都市防衛工事を築造し、その都市防衛線
は長さ42キロにもわたった。彼らは都市防衛上、
一本の城壁を築造した。城壁の外側に護城河を
掘り、1500余りのトーチカを構築した。1948年、
さらに護城河の外側に数本の鉄条網と鹿砦を架
設し、無数の地雷を埋めた。同時に城外数里内
の民家をすべて解体撤去し、広大な空地と無人
区を作った。敵はさらに城内の各主要道路と広
場に幾重ものバリケードと核心工事を設置し、
天津を一つの保塁都市に変えた。解放軍の天津
進攻を阻止するために、敵はさらに三元村附近
で南運河の水を護城河に引き込み、護城河から
海河に通じる水道を埋め、護城河の水を天津西
南の窪地へと注ぎ、広大な水没区を作った。
1949年1月1日、人民解放軍の天津攻撃部隊は
天津に対する包囲を完成した。天津攻撃総指揮
の劉亜楼は天津の地形の特徴と敵の防衛配置の
状況にもとづいて、東西から向かい合って進み、
腰部を遮断し、先に分割して後に包囲殲滅する
作戦方針を制定した。
敵の設置した数本の障碍を順調に突破するた
めに、解放軍の多くの指揮官や戦闘員は、軍事
と民主を発揚し、天津郊外の人民の協力の下、
水冰橋［氷で作った橋］、翻梯［城壁を乗り越
える梯子］、葦子橋［葦で作った橋］などの多
種の渡河と都市攻撃の道具を製作した。周到な
偵察を経て、南運河上流の馬廠と独流附近で減
河［放水路］の水門を探し当て、水門を開き、
南運河の水を放水路に流し込み、護城河の水源
を断ち切り、水没地区を作ろうとする敵の陰謀
を挫折させた。
解放軍の都市攻撃の準備の過程において、華
北党組織、特に天津地下党は解放軍に協力して
多くの工作をおこなった。地下党は一方で大衆
に対して党の都市政策と解放軍の『約法八章』
を宣伝した。一方で、護廠護校を組織し、同時
にまた、解放軍に天津の敵守備兵の様々な機密
情報を提供し、解放軍が、敵守備兵を全滅させ
ることができ、また天津の都市建築と工商業を
安全に保つことができる作戦プランを立案する
ために、信頼できる根拠を提供した。
華北人民の強力な支援と天津地下党の密接な
協力の下、人民解放軍は1949年1月3日から周辺
を一掃する戦闘を開始し、1月13日、相次いで
天津周辺の曽新窯、丁字沽、王頂堤、李七庄な
どの敵の拠点をすべて一掃し、合計4800余名の
敵を殲滅した。
早くも天津包囲の初期、人民解放軍は天津の
敵守備兵に向けて武器放棄の勧告を発した。　
我が軍が天津周辺を一掃して城区に迫った時、
天津の敵守備隊の陳長捷は1月4日と10日の二回
にわたって代表を派遣し、市街を出て我が軍と
“談判”し、我が軍の意図を観察して、天津進
攻を延期させようと企てた。
人民解放軍の平津前線司令部は、天津の都市
建設と工商業が破壊に遭わないように、平和的
な住民が戦火の災難に遭うことがないように、
1月6日から天津への砲撃を7日間停止すること
に同意し、さらに1月12日以前に無条件降伏す
るよう、期限を切って敵に命じた。陳長捷ら国
民党の高級将校は我が軍の要求に対して明確な
回答をしなかった。1月12日、我が軍は敵に向
けて最後通牒を発し、48時間以内に降伏するよ
う期限を切って命じた。
1月14日午前10時、人民解放軍は敵が最後の
武器の放棄を拒絶した時、敵の天津守備隊に向
けて総攻撃を開始した。総攻撃の号令を発した
後、我が軍の7つの縦隊は東西二つの主力攻撃
の方向と南北の援護攻撃、陽動作戦の方向の、
計11の突破口から敵に猛攻撃を開始した。戦闘
が始まると、我が軍はまず先に一千もの大砲で
敵の最前方の陣地に向けて砲撃した。絶えるこ
とのない砲弾は流星のように敵の陣地に向かっ
て飛んでいった。瞬く間に、敵軍の陣地ではレ
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ンガや砂袋がさく裂して宙を舞い、城壁は倒壊
し、トーチカは飛び散った。敵軍の砲火は我が
軍の強烈な砲火攻撃の下、まったく効力を発揮
することができなかった。その結果、わずか40
分の時間で、敵の都市防衛工事を破壊した。
我が軍が各突破口の敵軍の工事を破壊した後、
東西両面の主力部隊の歩兵は、砲火と戦車の援
護の下、勇猛な突撃戦術をもって迅速に突破口
に突き進み、すでに氷の張った護城河を順調に
通過し、敵の反撃を何度も撃退し、紅旗を天津
城頭に掲げた。我が軍が敵の防御線を突破した
後、迅速に城区に向けて推進すると、敵は高層
の建物と街の中心のバリケードから、絶えず我
が軍に向けて射撃してきた。人民解放軍は機敏
な戦術によって、交替して援護して、交替で分
割し、市街地の至る所で敵と争奪戦を展開した。
敵は我が軍の東西挟撃の下、次々と金湯橋方向
に向けて敗走した。この時金湯橋河畔では、敵
は大いに混乱していた。砲声、銃声、叫び声が
混じり合っていた。橋頭堡で首をすくめていた
敵は、解放軍なのか自分たちの軍なのか分から
ず、むやみに射撃した。解放軍は敵の混乱に乗
じて、二発の砲弾を発射しただけで橋頭堡を破
壊した。残存した敵は、我が軍の何重もの包囲
の下、ただちに武器を捨てて投降した。15日早
朝2時、我が軍は金湯橋で勝利をもって合流し、
敵の腰部を遮断する任務を完了した。
敵は我が軍によって腰部を遮断された後、全
線で動揺瓦解し、極度の混乱に陥った。この時、
我が軍の南側から援護攻撃していた一つの縦隊
も敵の防御線を突破し、城区に進入した。各路
の縦隊は勢いに乗って交替して分割し、敗走す
る敵を追撃した。
15日、夜が明けるとすぐに、解放軍は敵の重
点核心工事区である海光寺に向けて進攻を始め
た。午前8時、海光寺を占領した。10時、敵の
天津警備司令部を攻撃占領し、警備司令の陳長
捷を捕捉した。
敵の天津守備隊の司令官が捕捉されると、敵
は総指揮を失い、次々と我が軍に武器を捨てて
投降した。15日の午後3時までに、市内の敵は
基本的に殲滅された。
天津戦役は、29時間を経て、合計で殲滅した
敵は13万余人で、国民党軍天津警備司令陳長捷、
副指令林偉疇、天津市長杜建時、天津警察局長
李漢元ら将校クラスの軍人29名を捕捉し、各種
砲1173門、機銃3500挺余りを戦利品とした。
15日午後3時、戦闘が終わると、ラジオ放送
局はすぐに放送を開始し、勝利を宣告した。天
津が解放された、天津は人民の手に戻った！　
天津人民は歌い踊りながら愛すべき解放軍を歓
迎し、自分の解放日を祝福した。天津軍事管制
委員会主任の黄克誠、天津軍管会主任、天津市
長黄敬などの軍管会と市政府の指導者と幹部も
市内に入り、天津軍管会と市政府の成立を宣告
し、そしてただちに天津の接収管理工作を開始
した。
天津解放の戦闘の勝利は、戦闘によって敵を
かたづける“天津方式”を創り出した。これは
北平を守備する敵兵に平和改編を受け入れるよ
う迫るうえで決定的な効果をもち、全中国解放
のための戦争にも有益な経験を提供した。
10　まとめ
以上、『全書』より、1919年の五四運動から
1949年の天津解放までの時期に関する記述を見
てきた。ここでは「1、 はじめに」で言及した
『簡史』と比較して気づいたことを挙げてみる。
前述のように、『全書』中の1949年以前に関
する内容は、『簡史』の記述内容を要約、簡略
したものとなっている。『全書』の記述は事件
史のような形になっているため、ある出来事と、
その次に述べられている出来事の間をつなぐ内
容が省略されていることもある。そのため『簡
史』では述べられているが、『全書』で述べら
れていない歴史事実も少なくない。以下に『簡
史』には記述があるが、『全書』では述べられ
ていない内容を挙げておく。
まず五四運動のあと、1922年から1925年にか
けて起こった直隷派軍閥と奉天派軍閥の軍閥戦
争である二回の直奉戦争13。1925年12月、国民
革命期の国民軍の反奉戦争、1926年3月12日、
日本軍と奉天系海軍が国民軍に砲撃を加え国民
軍が反撃した「大沽口事件」、十五烈士事件、
1927年4月の上海クーデター後の天津での北洋
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軍閥の崩壊14。1928年6月以降の中国国民党の天
津統治15。20年代後半の天津における中共の活
動など16。
1931年の満州事変以降、日中全面戦争に至る
までの動向、すなわち1931年11月、関東軍が廃
帝溥儀を天津から東北に連れ出すために画策し
た二度の「天津事件」、33年5月、吉鴻昌の率い
る察哈爾民衆抗日同盟軍の活動、35年5月、日
本租界内での親日新聞社の社長暗殺事件、同年
10月の香河県城襲撃事件、36年4～6月の飛行場
建設に使用された中国人労働者の「海河水死体」
事件など17。
以上、『簡史』には述べられていて、『全書』
では述べられていない歴史事実を挙げてみた。
今後、引き続き『全書』中の中華人民共和国建
国後の記述を訳出し、その含む意味を整理、検
討してまとめたいと思う。
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